













































ン』の中でプラトン（Πλάτων = Plato, BC427-
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学にあると言われ（ cf. Sombart 1923）、さらにアメリカにおいては少なくともその一端が「社会福音運



















（Дмитрий Иванович Писарев, 1840-1868）やミハ































（the lives of individuals）を豊かにするだろ
う。それは一般社会の共通善（the common 
good）にも寄与するだろう。

































３  趣意書にはソローキン（Pitirim A. Sorokin, 1889-1968）やデュルケーム Emile Durkheim, 1858-1917）
やジェーン・アダムズ Jane Addams,1860-1935）らが、利他主義研究分野の創始者であるとされている



































































































































































たことを示唆している（Hecker, 1915, 1934, Sorokin, 

























































































































Mill, 1806-1873） やゲルツェン （Александр Иванович 









































































　デロベルチ（Евгений Валентинович Де Роберти = 















（Николай Яковлевич Данилевский, 1822-1885）
に、コントの実証主義を紹介したことでも知られ















































10  ギディングズの相互扶助に関する議論については（Giddings, 1896: 114-117）を参照のこと。




12  デロベルチの進化論への批判的立場は、例えばフランスのド・ラプージュ（Georges Vacher de 















スキー（Яков Лазаревич Юделевский, 1868-1952）、






































































あったエリゼ・ルクリュ（ Elisée Reclus, 1830-1905）が責任を問われ、またデロベルチも連帯責任を負
わされることとなった。同じ理由で、ヴァンダーヴェルデ（Émile Vandervelde, 1866-1938）やド・グレー





が分かる（Roucek 1945a, Znaniecki 1945, Manoil 


























































































































「 ソ ヴ ィ エ ト 社 会 主 義 共 和 国 連 邦（Союз 




























































































































































（Николай Александрович Бердяев, 1874-1948）、
フランク（Семён Людвигович Франк, 1877-1950）、
イリイン（Иван Александрович Ильин, 1883-1954）、
トゥルベッコイ（Сергей Евгеньевич Трубецкой, 
1890-1949）、ヴィシェスラーフツェフ（Борис 
Петрович Вышеславцев, 1877-1954）、キゼヴェッ
テ ル（Aleksandr Aleksandrovich Kizevetter, 
1866-1933）、ミハイル・アンドレーエヴィッチ・
オソルギン（Михаил Андреевич Осоргин, 1878-











Лосский, 1870-1965）、カルサビン（Лев Платонович 







中 に は、 歴 史 家 フ ロ ロ フ ス キ ー（Антоний 
Васильевич Флоровский, 1884-1968）や生理学者





















































































































V.D.ナボコフ（Набоков, Владимир Дмитриевич, 
1869-1922）の一家だ。彼の子、ウラジミール・






17  クラクフ生まれのマリノフスキも、同時期の渡英者だ（Bronisław Malinowski, 1884-1942）。1910年、ド
イツを経てロンドンに留学。機能主義の文化人類学を築き、教鞭をとった。1939年に渡米。
18  ポーランドからの移民に民族運動を呼び掛ける遊説者がいた。また、一般の移民としてはゴールデンワ






















































































































































キー（Лев Иосифович Петражицкий, 1867-1931）、
ズナニエツキ（Florian Witold Znaniecki, 1882-










































































“Nikolay Mikhaylovsky,” Wikipedia (en.) = 写真1
“Peter Kropotkin,” Wikipedia (en.) = 写真2
“Де Роберти, Евгений Валентинович,” Wikipedia 
(ru.) = 写真3
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